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(２) 高知土木技士 平成21年１月１日
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１. 土木技術の国家資格者として誇りを持って行動し､ 日頃

から技術の研鑚
けんさん

に励むこと｡

�	
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２. 技術者として自己の専門的知識及び経験をもって良質な
物を作ること｡

�����������

３. 携わる事業の性質から､ 公正・清廉を尚
たっと

び､ 広く模範と
なる行動をすること｡

����������� !"#$�%&����

４. 技術者として知識・経験を活かし､ 災害時等はもちろん､
ふだんの生活においても､ 地域活動や社会奉仕に積極的
に参加するよう努めること｡



明けましておめでとうございます｡

皆様にとりまして希望ある輝かしい年となりますよう心からご祈念申し上げます｡

平素より当技士会の事業運営に格別のご高配を賜り､ 厚くお礼申し上げます｡

景況をみますと､ 米国で2007年夏に表面化したサブプライム住宅ローン問題に端を発した､

世界不況はさらに深刻化する恐れもあり､ 日本の経済活動が縮小局面に入り､ その影響は

日本の隅々､ 過疎山村も含めて既に世界的景気後退に組み込まれています｡ 本県は景気回復

の実感ないまま､ 県内企業への打撃で県税収の落ち込みは大きく､ さらに減収見通しの予測

もあります｡

この中で､ 昭和55年４月設立の当技士会は30年を迎える節目の年となりました｡

昨今の建設業界を取り巻く状況は､ ダンピングをはじめ､ 多様な総合評価方式の拡充､

鋼材・燃料価格の高騰､ 業況悪化による雇用問題など､ 多面的な課題に対応できるよう､

建設業は一所懸命改革に努めているところであります｡

また､ 昨年は本県への台風被害少なく人々の暮らしに深刻な影響はなかったものの､ 地球

温暖化がもたらす気候変動は､ 自然災害を増加・巨大化させると言われており､ 地球環境の

更なる悪化が危惧されるところであります｡ 誰もが安心して生活できる社会基盤を着実に

整備していくことが求められるなか､ 昨年６月に ｢岩手・宮城内陸地震｣ が起こり､ 大きな

被害をもたらしたことは ｢南海地震への備え｣ に取り組む本県で暮らしていることを改めて

認識させられたことと存じます｡

土木技術者の皆様は､ 人々の生命と財産を守り､ 安全で快適な生活を支える社会基盤整備

の直接の担い手であり､ 今後も重要な役割を果たしていくことに変わりはありません｡

しかし､ 若年層の土木離れ､ 建設業離れの傾向が見て取れる現状をみますと､ ものづくり

に対する技術者の真摯な姿勢や技術開発､ 環境対策などに積極的に取り組む ｢建設業の真の

姿｣ を多くの方々に知っていただくことが大切であると考えます｡

建設業に対する理解を深めていただき､ イメージアップや信頼回復､ ひいては､ 土木の

持つ魅力とやり甲斐を認識してもらえるよう､ 30年前の初心に返り､ 会員の皆様のご協力の

もと､ 各種講習会や現場・施設見学会の開催など､ 土木施工管理／ＣＰＤＳを一層拡充し､

土木技術者の技術力の維持・向上を支援する事業に全力をあげて取り組んでまいりますので､

ご支援・ご協力のほど宜しくお願い申し上げます｡

最後になりましたが､ 各関係団体のご指導とご支援を賜りますことをお願い申しあげ､

会員企業のますますのご発展､ 会員皆様方のご健勝・ご多幸を心からお祈り申し上げ､ 新年

のご挨拶とさせていただきます｡

平成21年 元旦

高知土木技士 平成21年１月１日 (３)
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会会 長長 �� �� �� ��



新年あけまして おめでとうございます｡

高知県土木施工管理技士会の皆様におかれましては､ 新春をお健やかにお迎えのことと

お喜び申し上げます｡

日ごろは土木行政をはじめ県行政に対しまして､ 温かいご理解とご協力を賜り､ 厚くお礼

申し上げます｡

さて､ 昨年は世界的な金融危機等が発生し､ 大変な経済状況となりました｡ 高知県も相変

わらず厳しい状況が続いておりますが､ 土木部の予算においては､ これまでの予算より大幅

な増加は見込めないものの､ 20年度予算と同程度の確保が予測され､ これから少しは明るい

展望が見込まれるのではないかと期待しているところでございます｡

土木部におきましては､ 知事が県民に約束した県政浮揚のための基本政策である｢インフラ

の充実と有効活用｣について､ 中心となって担っていかなければなりません｡

そのため､ これまでの取り組みを継承しながら､ 新たな課題にも対応した重点的な項目で

ある経営・組織改革､ 県民との協働の推進と地場資源の活用､ 公共事業の品質の確保､ 県民

の安全・安心の確保に向けた地域防災力の充実を図り､ 職員の能力と組織力の向上に取り

組み､ 県政浮揚のための土木行政の推進を図ってまいらなければなりません｡

この推進にあたっては､ 県民の皆様と行政が一体となり､ より良い社会資本整備を進めて

いくための協働を発展させることもさることながら､ 日頃から技術力向上と地域に貢献され

ている､ 土木施工管理技士会の役割は､ これまでに増して重要となるものと思っております｡

この意味からも､ 今後とも貴会のご支援を頂ながら､ 県民の安全・安心を中心とする社会

資本の整備に努めて参りたいと考えております｡

最後に､ 本年も今まで以上のご協力を会員のみなさまから賜りますよう､ 心からお願い申

しあげますとともに､ 高知県土木施工管理技士会のますますのご発展と､ 会員の皆様にとっ

て希望ある､ より良き年でありますよう､ ご祈念申しあげまして､ 年頭のごあいさつといた

します｡

(４) 高知土木技士 平成21年１月１日
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高知県土木部長 � � � �



四国山地砂防事務所では､ 吉野川中・上流域及び重信川における直轄砂防､ 地すべり対策
事業を実施しています｡ その中で､ 吉野川砂防出張所では､ 吉野川上流区域を担当しており､
｢安全で安心､ いきいきと暮らせる地域づくり｣ を目標に､ 砂防施設等の整備工事を進めて
います｡ ここでは､ 最近の直轄砂防工事における高知県産間伐材の利活用への取り組みと新
技術の活用事例について紹介いたします｡

高知土木技士 平成21年１月１日 (５)

四国山地砂防事務所

吉野川砂防出張所長 � � � �
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採用新技術名称

(６) 高知土木技士 平成21年１月１日
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木製残存型枠とは､ 間伐材をコンクリート打設の際のせき板にすると共に､ 擁壁
やダムのコンクリート躯体の木彫壁面材として残存させる型枠です｡ 森林の育成を
図る過程で発生した間伐材で壁面を覆う事により､ 周辺自然環境に融合させ､ 景観
に配慮すると共に､ 間伐材の利用促進を図る事を目的としています｡

�
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【間伐フォームレス】 工事名 平成19年度 坂本谷堰堤工事
施工者 嶺北建設業協同組合

・施工性の良さ：型枠取り外し作業の割愛・作業足場は不要・熟練工は必要としません｡
・組立作業を壁面内側から安全に行える・部材は軽量､ 短小だから取り扱い易く､ 工
期短縮に直結します｡
・環境の保全：コンクリートの前面が間伐材で覆われ周辺景観と融合・間伐材の利用

促進を図り環境保全に寄与できます｡
・間伐材を切り揃えだけで､ そのまま使用できます｡
・間伐材以外にも､ 古枕木なども利用でき､ 資源のリサイクルが図れます｡
・砂防ダム､ 重力式擁壁や落石防護柵の基礎などにも採用し､ 景観に配慮できます｡

組立状況 施工完了 (坂本谷)

材 料 名 製 造 メ ー カ ー

間 伐 フ ォ ー ム レ ス 共 生 機 構 株 式 会 社

Ｏ＆Ｄ ウッド残存型枠 溝渕林産興業 株式会社

か ん ば つ く ん 道 路 施 設 株 式 会 社



高知土木技士 平成21年１月１日 (７)

【かんばつくん】 工事名 平成19年度 大川堰堤外１件工事
平成20年度 大川堰堤外１件工事

施工者 四国開発 株式会社

・木の持つ温もりが､ 周囲の緑や風景に溶け込み､ 美しい景観を損なうことなく､ 違
和感を与えない仕上がりとなります｡
・自然素材なので石材や蔦などにもなじみ人工的な色彩が緩和されます｡
・パネルは自由自在に組み合わせることができ､ 色々なデザインが描けます｡
・表面の木材を､ 円柱､ 角材､ 六角など自由な加工ができます｡

組立作業状況 施工完了 (大川堰堤)

【Ｏ＆Ｄ ウッド残存型枠】 工事名 平成20年度 下田谷堰堤工事
施工者 ミタニ建設工業 株式会社

・高知県認定リサイクル製品です｡
・積極的に間伐材を利用することで､ 日本の林業・山村の活性化に繋げ､ 整備された
森林環境を維持継続することに貢献できます｡
・計画的な伐採を行い､ いかに間伐材を有効利用していくかが､ 二酸化炭素の放出削
減になり､ 地球環境 ｢温暖化防止｣ に貢献できます｡
・現地加工を伴わない､ パネル形式の製品です｡

組立完了状況 組立完了状況



� �������	
��
���

採用新技術名称

(８) 高知土木技士 平成21年１月１日

材 料 名 製 造 メ ー カ ー

ア デ ム 前 田 工 繊 株 式 会 社

テ ン サ ー Ｗ ウ ォ ー ル 共 生 機 構 株 式 会 社

��������	
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補強土擁壁工法とは､ ｢盛土の補強土工法の１つとして､ 特に法面は垂直もしく
は直に近く (1：0.5程度まで)､ 垂壁面材と補強材及び盛土材からなる土留構造物｣
である｡
工法として､ コンクリート擁壁等より経済性に優れ､ 施工性が高いこと､ また､

法面が垂直に近い構造ということで､ 施工範囲を極力狭くおさえられることより､
適応可能な箇所にて採用しております｡

�
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【アデム工法】 工事名 平成20年度 大川堰堤外１件工事
施工者 ミタニ建設工業 株式会社

・土との摩擦特性に優れ､ 盛土を強力に補強します｡
・耐候性､ 耐薬品性､ 耐寒・耐熱性､ また耐衝撃性に優れています｡
・軟弱地盤上の構造物の荷重を分散し､ 盛土の不等沈下を防止します｡

転圧状況 施工完了

組立状況 組立状況



高知土木技士 平成21年１月１日 (９)

【テンサーダブルウォール】 工事名 平成19年度 鈴ケ谷堰堤工事
施工者 藤本建設 株式会社

・道路擁壁はもちろんのこと､ 治山砂防ダムの間詰擁壁から柵工の類に至るまでのいろい
ろな擁壁構造物を造ることができます｡
・切土を極力少なくし､ 掘削残土も出さなくて済み､ 緑化もできるという､ 自然に優しい
補強土擁壁をコストミニマムで実現させようというものです｡
・補強土壁としては最小限に壁体幅を狭くできることで､ 結果として掘削量や中詰土量さ
らには補強材の所要数量などを節減することができます｡
・現地発生土砂を土構造物の主役として活用していることが一種の環境保全工法ともいえ
ます｡

転圧状況 施工完了

組立状況 組立完了

これまで様々な新技術を活用していますが､ それぞれ目的に応じた一定の効果を確認して
きているところです｡ 今後も､ 更なる技術力の向上と優れた品質確保を図るために､ 積極的
に新技術の活用に取り組んで行きたいと思います｡



��� ������������
本橋は国道56号線､ 中村市の市街近郊で､ 保育所､ 民家が隣接していました｡ 本工事に

おいて一番に配慮したことは､ その保育所､ 民家また､ 一般通行車両への影響 (騒音､ 粉
塵､ 通行制限) を最小限に抑え進捗させることでした｡
｢近隣住民に感謝してもらえる工事にしよう､ 公共工事に対し好印象を持ってもらおう｡｣

それを念頭に置き工事を施工しました｡

��� ���������			
本橋は昭和47年度に建造された橋梁であり､ 改修計画で国道の四車線化及び中村インター
チェンジ取付道との交差点に位置しています｡ その計画に伴い､ 本橋に作用する荷重条件
が変更される為､ 橋梁の主桁増設補強 (総延長54ｍ､ 総重量44ｔ) を目的とした工事で
した｡
別途､ 耐震補強として落橋防止装置工 (18基)､ 変位制限装置工 (18基)､ 現場塗装

(Rc－１系)､ 床版補修工 (断面修復工､ 炭素繊維シート接着工)､ 他１橋の側道橋架設工
を含む工事内容でした｡

まず足場組立の際､ 枠組み足場を利用した防音・防塵壁を保育所側に設置し､ 騒音作業
下での騒音レベルを監視しました｡ また保育園児の昼寝時間である12時30分から14時まで
は騒音作業を休止しました｡ 重ねて､ 工事に対するイメージアップを図ろうと保育所に合
意を得て園内で工事の説明を兼ねた交通安全教室を開催しました｡

(10) 高知土木技士 平成21年１月１日

シショョーーボボンンドド建建設設株株式式会会社社

高高知知営営業業所所 ���� ����
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主桁増設はＡ１橋台－Ｐ１橋脚間 (42.6ｍ) 桁高2.8ｍ､ 下フランジ厚50㎜､ これを５
分割して現場に搬入し､ 地組して張出し床版の下に架設する工事でした｡ (支承無し､ 既
設主桁と連結する構造)
増設桁架設に先立ち､ ベントを架設しますが､ 当初設計のままの施工では問題がありま

した｡ 一つはベント設置により作業ヤードが占領されラフタークレーン等の車両が出入り
できなくなり､ 架設から解体までラフタークレーンを作業ヤードに据付けた状態となるこ
とです｡
また､ 通行規制での路上からの取り込みは大型のラフタークレーンが必要となります｡

二つ目は橋台部にコンクリート基礎が必要となりアンカー定着用の削孔が削岩機では騒音､
粉塵を発生させてしまう為､ コアドリルによる削孔が必要になります｡
これらのことはすべて工事費の増加となります｡ コスト低減を図る為､ 社内で応力照査

は当然のことながら施工性､ 安全性の検討を綿密に行い､ 従来の組立ベントに替え既設主
桁部からの吊り下げ方式を施主に提案し､ 協議を行い採用して頂きました｡ その結果､ 工
事コストの低減はもとより､ 一般通行車両への影響が無くなりました｡

高知土木技士 平成21年１月１日 (11)

吊り下げ方式ベント 桁架設状況



桁架設後､ 新設桁の著しい揺れを確認しましたので､ 直ちに社内で検討を行いました｡
その結果､ 部分的に張出し床版と新設主桁も上フランジをエポキシ樹脂で合成すること
及び､ 両端支点部に簡易な桁受け支承を設置する方法を提案し､ 創意工夫として実施しま
した｡

落橋防止装置工・変位制限装置工は鋼製ブラケットでの耐震補強です｡

現場塗装工では本設計のRc－１系塗装は､ 全面ブラストによる素地調整による塗り替え
仕様で､ その研掃材が硅砂となっていました｡ 作業者の硅肺等による健康被害防止の為､
また粉塵発生を抑える為に､ 他の研掃材と試験施工を実施し､ ガーネットでのブラストに
変更して作業しました｡
現在､ 土木コスト情報でブラスト作業の標準歩掛かりとしてガーネットが計上されてい

ます｡
私自身､ いい判断ができたと思います｡

床版補修工は足場仮設後に床版の損傷が
確認できたので自主的に詳細調査を実施し､
補修案を検討し､ 施主と協議を行った結果､
コンクリート欠損部､ 脆弱部はポリマーセ
メントモルタルによる断面修復工､ ひび割
れ補修については炭素繊維シート接着工を
施工することになりました｡
中でも､ 一番苦労したのは現場塗装工も

含め､ 粉塵飛散防止対策の為､ ほぼ密閉さ
れた状態での施工であったことです｡ 時期

(12) 高知土木技士 平成21年１月１日



が夏真っただ中で､ 吸・排気装置は設置し
たものの内部の暑さは作業員にとって非常
にしんどかったと思います｡ 現場には熱中
症予防の為､ スポーツドリンク､ 冷却キャッ
プ､ 塩飴､ 梅干し､ 氷を入れた浴び水を設
置しました｡ 作業員の皆さんには浴び水が
好評でした｡
別工事箇所の側道橋架設は途中追加され

ました｡ 工事内容は他橋の側道橋をリサイ
クルで再加工し､ 供用されている橋に新設
するものです｡ この工事も長池橋と同様現場塗装があったので工期内に納められるかが心
配されたのですが､ 天候に恵まれ無事完工できました｡

��� ���������������������			
工事途中に園児から工事現場の絵を多数贈られ ｢工事のおじちゃん､ ありがとう｣ と言

われたときは､ この工事に関われて本当に良かったと思いました｡
施工内容に関しては特別なことはしていないと私は思います｡ 通常､ 当社が行っている

管理､ 技術､ ノウハウにより会社全体が一つの現場を完了させるという認識､ 問題が発生
したとき社内一丸となって対処する姿勢が施主に認められ､ 今回の評価につながったもの
と考えます｡
何より無事故､ 無災害で完工できたことが良かったと思います｡

��� 


���������
発注者関係､ 地域住民､ 関係諸団体ならびに協力会社の皆様方のご指導とご理解・ご協

力の程､ 深く感謝しております｡ この場をお借りして厚く御礼申し上げます｡

高知土木技士 平成21年１月１日 (13)



会員の皆様､ 明けましておめでとうございます｡ 本年もどうぞよろしくお願いいたします｡
昨年は､ アメリカのサブプライムローン問題による世界経済の混乱やこれに伴う経済不況､
ガソリン価格の大幅な値上げなど実生活においても大変な年でありました｡ また､ 国の来年
度予算におきましては､ 道路特定財源の一般財源化に伴う地方への１兆円の配分方針が注目
されました｡ このような中で､ 昨年の10月には､ 県の来年度予算のうち投資的経費の要求枠
がゼロ・シーリングになるなど､ 業界に少しは明るいニュースもありました｡
私は､ 昭和44年４月に高知県に奉職し､ 伊野土木事務所の吾北詰所に勤務をいたしました｡
県庁に入って間もない私にはよく判らなかったのですが､ ２級土木施工管理技士試験の話を
聞き､ 事務所の友人と二人で昭和45年８月29日 (土) 午後高知を車で出発し高松泊､ そして
翌30日 (日) に試験を受けました｡ この８月21日 (金) には､ 台風10号が佐賀に上陸し､ 県
中央部は大変な災害を受け､ 調査や測量設計など復旧に向けての作業が忙しい中､ 受験が出
来たのは先輩方や同僚の配慮があったものと思い感謝いたしております｡ 試験結果は､ 資格
者を増やそうとしている時期であったのか､ 昭和46年５月15日付けでの合格通知が届きま
した｡
１級につきましては､ ２級が合

格したものですから土木施工管理
技士試験に関心を持ち､ 内容も少
し判ってきましたので､ １次試験
の勉強もいたしました｡ また､ 受
験のための講習が昭和50年５月29
日 (木) 30日 (金) と２日間広島
でありましたので､ それも受けま
して試験に備えました｡ このよう
に受験準備をしまして７月27日
(日) 高松での試験に臨みました｡
また､ ２次試験は11月16日 (日)
にやはり高松でありまして受験を
いたしました｡ 今回の試験につき
ましては､ 受験の準備をし努力もしたかいがあったのか､ なんとか合格することができまし
た｡ この年は､ ８月に高知県に上陸あるいは接近した台風５号､ ６号があり､ その災害対応
で忙しい年でもありました｡
このように土木施工管理技士の試験につきましては､ それぞれの年に大きな台風があまし

て復旧に向けて大変忙しかった事を思い出します｡
最後になりましたが､ 本年は､ 建設業界にとって良い年でありますとともに､ 会員の皆様

方のご健勝とご活躍を祈念いたします｡

(14) 高知土木技士 平成21年１月１日
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平成20年度１級土木技術検定 ｢実地｣ 試験対策としての講習を20年９月２日～３日に､
高知県教育会館 ｢高知城ホール｣ で受講者63名により実施しました｡
講習は記述式解答への対応力強化であり､ 施工経験記述指導をはじめ幅広い分野からの

出題に備え､ 過去問題の傾向を重視した指導がなされ､ 合格への自信となる２日間講習で
した｡
(１級土木 ｢実地｣ 試験日 10月５日(日)､ 合格発表は21年１月20日(火)です｡)
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受験予定者へ合格を目指す短期集中型講習として３日間コースによる例年の実施であり､
平成20年９月30日～10月２日において試験科目全般に亘る概略の知識と一応の応用能力に
ついて､ 重点項目に的を絞り解答のポイントを解説・指導されました｡
(２級土木 ｢学科・実地｣ 試験日 10月26日(日)､ 合格発表は21年２月13日(金)です｡)

������� !"#$%&'()*+,-./	�����0�1

当技士会は､ 平成20年10月21日 (火) 会場を高知商工会館 (高知市) で262名の土木
技術者受講で､ 上記のテーマ・講師によるＣＰＤＳ講習会を国土交通省四国地方整備局・
高知県・社�高知県建設業協会の後援､ 支援を得て､ 四国土木施工管理技士会連合会主催の
もと開催いたしました｡

高知土木技士 平成21年１月１日 (15)
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テ ー マ 講 師

品確法の時代に求められる技術者能力 高知県土木部 建設検査課長
工学博士 夕 部 雅 丈 氏

昼休み

公共工事の適正な契約について
・単品スライド ・三者協議会
・設計変更ガイドライン

国土交通省四国地方整備局
技術管理課 課長補佐 上 林 正 幸 氏

建設業の安全管理
・建設現場のリスクをどう低減するか

高知労働局 労災防止指導員
労働安全コンサルタント 田 内 孝 也 氏

講習会試験…研修・講習会の効果を測定のため､ テストを実施します｡

四国４県統一テーマ ＣＰＤＳ指定技術講習会
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平成20年11月14日 (金) に中国・四国土木施工管理技士会連合会では､ 2008年度ブロッ
ク協議会と技術交流会を岡山市のホテルオークラ岡山で開催｡
当日は､ 国土交通省大臣官房技術調査課の森田宏氏による講演 ｢土木工事の実施に当たっ
て｣ があり､ 中国地方整備局より局長 藤田武彦氏､ 四国地方整備局の小野重充技術調整
管理官､ 中国地区各県の土木部幹部職員などの来賓､ 技士会では全国土木施工管理技士会
連合会より会長 小林康昭氏､ 中国・四国各県の会長等総勢51名が出席した｡

技術交流意見交換会で提出された議題は､ 次の通り｡
１. 若年技術者への技術継承について
２. 片務性の解消について
① 作業時間の制約を受ける工事における経費の補正について
② 工期延期に伴う経費の増額変更について
３. 継続学習制度の評価・活用について
４. 土木施工管理技士の地位の向上と安定化について
５. ２級土木施工管理技士の適正な評価について
① 公共工事における主任技術者については､ 国家資格者に限定する｡
② １級への受験資格について､ ２級資格取得後の実務経験年数５年を３年に短縮｡

(16) 高知土木技士 平成21年１月１日
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会 長 宮 田 益 吉 制度委員長 宮 田 喜 弘

副会長 田 邊 聖 技術委員長 石 建 国 元

〃 安 岡 健 研修委員長 谷 岡 孝 雄

〃 � 口 重 夫 広報委員長 三 谷 斉

▲

技
術
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会
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公共工事の監理技術者となる方 (現場配置前に講習を受講しておくこと｡)

opqrstqu%vw"xyHz{(bm/�0

ただし､ 資格者証の ｢有する資格欄｣ に ｢認定｣ とされている方 (大臣認定者) はこの講習

の対象外｡

|}~t}}� (テキスト代・講習修了証交付手数料､ 消費税含む)

インターネット申込なら受講料10,500円

��s|�������� ��s|���||���� ��s|���s}����

��s|���s����� ��s|�||������ ��ss���|�����

 	$$��高知県建設会館 ｢４階ホール｣  	2��午前８時50分～午後４時30分

建設工事に関する法律制度 (最近の社会・経済情勢と技術者制度)

建設工事の施工管理､ その他の技術上の管理

建設工事に関する最近の技術動向等

修了試験 (20分) ※修了試験後､ 講習修了証交付

申 込 方 法 １� 受講申込書 ２� カラー顔写真を貼った写真票
３� 受講料の郵便振替払込請求書兼受領証のコピー

※ 申込書類・１�～３�を持参､ または ｢配達記録郵便｣ で提出

受講申込書提出先 社�高知県土木施工管理技士会

〒780-0870 高知市本町４丁目２－15 (TEL 088-825-1844)
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土土木木技技術術者者ととししてて知知っってて損損ののなないい事事柄柄をを記記者者発発表表資資料料よよりり紹紹介介いいたたししまますす｡｡
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◆ ������	
��/012345
�6789:;<=>?@ABCDEF#
�G2HIG
J
K�LM���NF	��OP�QR"STU
◆ 343<
VW=>XY;<XZ[B\]CDEF#2^_`W
�
JK�LM���NF	��O
P�QR"STU
◆ abcde
��f2ghijklmnopqr�7sT	`W�tu"STU

● ｢災害支援の評価は､ 『四国地方整備局及び管内事務所と災害協定を締結している企業又は団体に所属し､ かつ､
災害復旧等に関して､ 国土交通大臣､ 四国地方整備局､ 又は345
�6789:CDEF#
���OPとす
る』 と変更します｡
・災害に対して早期の復旧に寄与する企業､ 団体を育成・確保することは､ 重要な課題です｡
・従来から国土交通省から受けた表彰等は､ 評価対象としていましたが､ これに加えて､ 345
�6789:
CDEF#������	
��vOPとすることで､ 四国内の地方公共団体の管理する箇所での災害支援の
促進に寄与することとなります｡

● ｢工事表彰｣ の評価は､ 『四国地方整備局の発注工事及び343<
wx`W�O"1

�JK�OPとする』
と変更します｡
・従来から四国地方整備局の発注工事に対しての表彰は評価対象としていましたが､ これに加えて､ 四国四県か
ら受けた工事表彰も評価の対象とすることで､ 県工事において優秀であった企業のインセンティブを付与でき
ることとなります｡

◆ �� !"#$%y>�<`W�N01^z{|}#$%�LM��
��OP~T	�~{2���
 !"#$%&'()	*+,
�.����.STU

＜問合せ先＞ 国土交通省 四国地方整備局 TEL： (087) 851－8061

技術開発調整官 清家 基哉 (内線3120) 技術管理課長 中山 義男 (内線3311)
技術管理課長補佐 泉川 暢宏 (内線3314)

評価項目 評 価 基 準 配
点 評価点評価項目 評 価 基 準 配

点 評価点

平成17
年度以
降の社
会貢献
( 災 害
支援､
地域貢
献等)
に係る
表彰

災害
支援
に係
る表
彰等

大臣及び局長からの表彰､ 感謝状の実績有り 10

／10

平成17年
度以降の
表彰 (工
事に限る)

局長表彰の実績
有り 10

／10

事務所長からの表彰､ 感謝状の実績有り 5
四国四県から表彰､ 感謝状の実績有り 3事務所長表彰の

実績有り 5 四国内の市町村 (港湾管理者を含む) か
ら表彰､ 感謝状の実績有り 1

四国四県の知事
及び土木部長又
は県土整備部長
の実績有り

3

なし又は上記以外 0
地域
貢献
等に
係る
表彰
等

大臣及び局長からの表彰､ 感謝状の実績有り 10
事務所長からの表彰､ 感謝状の実績有り 5
四国四県から表彰の実績有り 3

な し 又 は 上 記
以外 0 四国内の市町村 (港湾管理者を含む) から表彰の実績有り 1

なし又は上記以外 0

�. 企業の施工実績 �. 社会貢献に係る表彰

��������	
������
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※１： ｢平成17年度以降の表彰 (工事に限る)｣
とは､ 四国地方整備局の発注工事及び
四国四県の発注工事に対しての表彰と
している｡ なお､ ｢優良下請企業表彰｣ も
対象とする｡ 提出された１件の表彰に
ついて､ 上表に掲げる評価基準を満足
する場合に評価点を与える｡

※１： ｢災害支援｣ は､ 四国地方整備局及び管内事務所と災害協定を締結している企業
又は団体に所属し､ かつ､ 災害復旧等に関して､ 国土交通大臣､ 四国地方整備局
又は四国内の地方自治体から受けた表彰､ 感謝状を対象とする｡

※２： ｢地域貢献等｣ は､ 四国内でのボランティア活動の参加等により､ 国土交通大臣､
四国地方整備局から受けた表彰､ 感謝状又は四国内の地方自治体から受けた表彰
(ただし､ 感謝状は除く) を対象とする｡

※３：提出された１件の表彰等について､ 上表に掲げる評価基準を満足する場合に評価
点を与える｡

企 業 評 価

● なお､ 表彰については会社名の入っている表彰等のみ評価の対象となります｡ 以下参照してください｡ ●
〈評価となる表彰､ 感謝状の宛先〉
① ○○建設業協会 ㈱○○建設 殿
② ㈱○○建設 殿
③ ㈱○○建設 ○○を守る会 殿
④ ○○を育む会 ㈱○○建設 殿

〈評価とならない表彰､ 感謝状の宛先〉
① ○○建設業協会 殿
② ○○を育む会 殿
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問い合わせ先
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○技術副所長
○担当課長
○主任監督員

等

発 注 者

○現場代理人
○監理技術者
○主任技術者

等

請 負 者

◆設計変更の妥当性に係る協議
◆設計変更に伴う工事中止等の判断
◆設計変更手続きの確認

『設計変更協議会』

(※)各種ガイドラインの活用
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(※)◇直轄工事における設計変更ガイドライン (案) ：平成20年３月
◇工事一時中止に係るガイドライン (案) ：平成20年８月



(20) 高知土木技士 平成21年１月１日

(６日間)
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��������� ｢学科・実地試験｣
平成21年３月16日 (月) ～４月15日 (水) １部 600円です｡

�	
��

����	
 申込受付 平成21年４月１日 (水) ～４月15日 (水)
試 験 日 平成21年７月５日 (日)

�����
 申込受付 平成20年度学科試験合格者・学科試験免除者
平成21年４月１日 (水) ～４月15日 (水)
平成21年度学科試験合格者
平成21年８月中旬～９月上旬 (予定)

試 験 日 平成21年10月４日 (日)

� � 申込受付 平成21年４月１日 (水) ～４月15日 (水)
��	���
��
試 験 日 平成21年10月25日 (日)

�
������ (｢検定試験｣ 受験に備える講習会)

����	
 日 程 平成21年６月２日～４日
平成21年６月９日～ 11日

会 場 高 知 市
受 講 料 会員：46,000円・一般：50,000円
再受講者割引 (Ｈ19～20年度当講習会参加者)

会員：36,000円・一般：40,000円

�����
 日 程 平成21年９月１日～２日 (２日間)
会 場 高 知 市
受 講 料 会員：20,000円・一般：24,000円
再受講者割引 (Ｈ20年度当講習会参加者)

会員：18,000円・一般：22,000円

� � 日 程 平成21年９月15日～ 17日 (３日間)
会 場 高 知 市
受 講 料 会員：31,000円・一般：35,000円
再受講者割引 (Ｈ19～20年度当講習会参加者)
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